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第 3部「Local AtoZ Works and Beyond」では、自ら手掛けた作品、制作を支援した作品、自主
的に制作された Local AtoZ作品を計 68点を 1点ずつ、誕生背景やそこから導かれたものなどを詳
述する。本稿を今後、手に取る一般読者がそこから自身のテーマにアプローチをする際の助力とな















審 査 結 果 の 要 旨 
 
塩見直紀の発表は、論文「ローカルメディアアーツ～すでにそこにある豊穣の世界の再構築～」




































なストーリー（散文形式）である。第二部「The AtoZ for AtoZ」は，それ自体が AtoZ の形式で，
AtoZ というメディウムの特性や可能性を記した断章的なテキスト群であり「AtoZ」の世界観が示さ
れている。第 3 部「Local AtoZ Works and Beyond」は，実際に制作された AtoZ 本の事例集となっ
ている。この構成は博士論文としては異質であるが，AtoZ というメディウムの特徴が，手法やメデ
ィウムを問わない「自由形」の表現がむしろ表現者を路頭に迷わせてしまうことを回避する点にあ
ることを考慮すれば，必然とも言える。塩見が提唱した「半農半 X」と同様，AtoZ は「型」のメリ
ットを活かしつつ，自由に動ける余白を残した「半方法」である。だからこそ，論理展開を記した散
文と，余白を生かした断章による構成は，表現者としての塩見自身のあり方と，AtoZ というメディ
ウムがもつ特徴をともに反映させている。 
【審査評】 
塩見氏のアプローチは、これまでの多くのマスメディアが、「遠く広く多くの人に」伝えることを
主眼にしてきたことを反省的に想起させてくれる作品であり、メディアが「近く狭く個人やコミュ
ニティが小さいほど」彩りが鮮やかになることを実感させる。手にとりやすくバッグにもすっぽり
収まる CD サイズの冊子の愛らしさは多くの人に心地よさを与える。一方で塩見氏の論文は、作品
「Local AtoZ」で試みられた成果や意義について検証する学術的方法ではなく、論文構成それ自体
にも「AtoZ」という方法を使用した異色の構成を取っている。読者は時系列を追って内容を理解す
ることよりは、関わる状況と照らし合わせてテキストを活用するという位置に自己を置く事で初め
てその意義を納得できる。塩見はすべての人は辞書編纂者となり得るという。その意味では読者自
身が辞書編纂者として関与する事が密かに求められている。豊かな暮らしの生態系を活かす古典的
な方法論としては、クリストファー・アレクサンダーの「パターン・ランゲージ」が挙げられるが、
塩見の「AtoZ」は、使用者の個別の状況に応えるための方法ではなく、使用者がすでに持っていた潜
在性を浮かび上がらせることで、使用者自身が方法自体を見出すことを重視している。「A to Z」と
いう方法の独自性をそこに見る。 
塩見のローカルメディアアーツは「地方の情報メディア」としてのローカルメディアではなく、非
営利、非商業、オルタナティブ、脱中心、民主主義を育む「コミュニティメディア」としての要素が
強い。塩見の実践は、「すでにそこにあるもの」への認識や共有に加えて、思い通りにならないもの
に絡めとられず、どうにかやってゆくブリコラージュ的な「自治」にも繋がっている。今回の塩見氏
のアプローチで注目されたのは、「コミュティーナース」や「作業療法士」など職業としての認知度
が低い領域を冊子で取り上げた点にある。彼らの仕事の特性を集落の人たちに紹介することは、ケ
アを受ける人達とケアする側の情報交換を円滑にするだけでなく、匿名の職業人としではない顔の
ある人間としての対話を生み出すことを可能にした。今後の展開としては地域集落のプラスの面だ
けでなく、問題のあることをテーマにした AtoZ という提案もあり得るだろう。それは何か静かなロ
ーカルメディアとしての強度を与えることになるかもしれない。本研究は、文字であらわされた部
分だけでなく、その実践の成果とそれに連なる人々の物語や関係全体が、着実に地方に育くまれて
いる事を実感させる内容となった。 
【審査結果】 
塩見直紀氏の研究制作は、4 年以上の地道な活動の蓄積がベースにある非常に豊かな社会実装を
伴う、稀有なプロジェクトである。それは提示された論文と６８の冊子に加えて、行政や地域との
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緻密で息の長い活動により具体化されてきたもので、まちづくりや地域の価値発見というジャンル
に、特定のメディウムを形式と実践の接点として持ち込むことの可能性を示した優れた研究である。
審査では、表層的なローカルメディアの流行とは一線を画した塩見氏の豊かで、今後も終わること
のない「天職」として氏の活動を高く評価し全員一致で合格とした。 
